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稲
田
石
が
施
工
さ
れ
た
の
は
、

東
京
駅
丸
の
内
駅
前
広
場
中
央
の

ひ
と
き
わ
白
い
部
分
で
、
訪
れ
た

方
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
石
畳
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
。

　

石
畳
に
使
用
さ
れ
た
稲
田
石

は
、
駅
舎
か
ら
幅
約
20
ｍ
、
長
さ

約
85
ｍ
に
わ
た
り
ぎ
っ
し
り
と
敷

き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
顔
、
陸
の
玄
関
口
と
も

い
え
る
東
京
駅
に
使
用
さ
れ
、
我

が
ま
ち
の
誇
り
が
ま
た
一
つ
増
え

ま
し
た
。

我
が
ま
ち
の
誇
り「
稲
田
石
」

東
京
駅
丸
の
内
駅
前
広
場
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
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こ
の
た
び
、
東
京
駅
が
開
業

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
次
の
1
0
0
年
を
見
据
え
、

丸
の
内
駅
舎
と
と
も
に
永
く
親
し

ま
れ
る
広
場
空
間
と
し
て
都
市
の

広
場
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
場
に
は
緑
陰
豊
か
な
ケ

ヤ
キ
が
植
え
ら
れ
、
丸
の
内
駅
舎

正
面
の
行
幸
通
り
と
デ
ザ
イ
ン
的

な
統
一
を
図
る
こ
と
で
、
日
本
を

代
表
す
る
都
市
景
観
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
部
の
歩
行
者
空
間

も
格
調
高
い
、
白
を
基
調
と
し
た

御
影
石
と
な
り
、
今
回
、
そ
の
歩

行
者
部
分
に
笠
間
の
地
場
産
業
の

一
つ
で
あ
る
「
稲
田
石
」
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
光
栄
で
あ

る
と
同
時
に
、
稲
田
石
の
発
展
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
稲
田
石
の
利

用
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

稲
田
石
の
発
展
に
弾
み

稲田石材商工業協同組合
理事長

友
とも

常
つね

　卓
たかし

さん


